
鉱物模型クラフト 琵琶湖博物館

【つくり方】
これは、鉱物の基本的な形のいくつかの模型を、紙で作ろうとするものです。
印刷して、切り取って組み立ててください。紙はやや厚いもののほうが良いでしょう。
必要なものは、印刷した紙、はさみ（またはカッター）、テープ
１．実線をはさみで切る
２．点線にそっておる。点線は、全部を山おりにするか、谷おりにするかです。
　　完成した時に点線をみせないようにするなら谷おりがよいです。
３．かどをあわせるようにして、組み立ててテープでとめる
　　同じ番号の角（線）を合わせるように組み立ててください。あわせる場所の全てに番号
　　はつけていませんので、番号は組み立てるヒントだと思ってください。

【出来上がりのイメージ】
　番号の１は正八面体、２は正六面体（さいころの形）、４は菱形の六面体、５は正十二面体で
す。３と６はどちらも水晶の形です。
　水晶は先がとがった六角柱だというイメージがありますが、クラフトでは先はとがっていませ
ん。３と６の違いは、６のほうが面の大きさがバラバラになっている点です。６の形は、琵琶湖
博物館にある実際の水晶をモデルにしています。

【解説】
　河原におちている岩石の多くは、何種類かのより小さな粒（鉱物）が集まってできています。
それらの鉱物は、とても小さかったり、それほどきれいには見えないので、注目を集めることは
ないかもしれません。しかし、鉱物は種類によって理想的な形というものがあり、その形になっ
ている鉱物は人気があるようです。そのよく知られた鉱物の一つに水晶があります。水晶は鉱物
の名前ではなく、鉱物の名前としては石英といいます。石英は、花こう岩をつくる重要な鉱物の
一つで、花こう岩の中ではバラバラの形をしています。石英が特別な場所で、理想的な形になっ
たときに水晶とよばれます。ただし、鉱物によってはその理想的な形は、数種類ある場合があり
ます。たとえば、ホタル石や黄鉄鉱などがその例で、この鉱物模型クラフトでも取り上げていま
す。
　実際に模型をつくって観察してみてください。ここで紹介した鉱物は、どれも滋賀県でみつか
るものです。
　鉱物はとても規則正しい形をしています。たとえば、水晶を例にすると、まったく違う形をし
ているように見えても、隣り合った面は必ず規則正しい角度になっています。これは、ややむつ
かしい話になりますが、鉱物が結晶であることと関係しています。鉱物は、それをつくっている
原子が規則正しく並んで組み合わさってできています（つまり結晶の状態）。鉱物の種類は、鉱
物をつくる原子の種類でも分けられますが、原子の並び方でも違う鉱物になります。鉱物のでき
方に興味がある人は、鉱物の本で調べてみてください。
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